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昭和50年度の統計によると,山形県におけるオウトウの

栽培面積は,810‐ ,生産量は10,“ O tonであり,我が国総

面積の約628¢ ,総生産量の約80%を 占めている。栽培面

積の品種別内訳についてみると,ナ ボレオンが699%,佐

藤錦204%,高 砂こ0¢, その他アア%と なっており,ナ ポ
レオンの比率が極めて高い現状にあるところから,生食向

出荷の拡大,収穫労力の分散をはかるためにも品種の更新
が急務とされてきている。

そこで,品種更新にあたって,最も効率的な高接更新の

可能性を知るために,昭和50年度から試験を実施してきた

のでその結果を報告する。

樹勢中ような10年生ナボレオン(マ ザート台)2樹を供

試し,昭和50年 5月 7日 ,直径
`, 2, 3お

よび5銀の部

位に,あ らかしめ低温貯蔵 しておいた佐藤錦の穂末を,長

さ15¨程度に切接法で一挙更新し,秋期落葉後に台木およ

び穂木の大き,新梢本数,新檎見 ゅ合の程度について調

査し,昭和51年度は,花そう数,結実数についても調査し

た。

なお,切口部にはすべてゆ合剤を塗布した。

表 1, 2に 示すように,ゆ合の程度を切口のふさがり程

度でみると,接木初年度は,0%以上ゆ合したものが,1¨

区は528%, 2醜区は65%であるのに対し,3m区および
5“区は 0%と なり,接木部位が大くなるほどゆ合しにく

くなる傾向が認められた。接木 2年 目には,90%以上ゆ合
したものが,1"区 684%,2“ 区250%,3“区238%,
5m区 0%と なり,初年度と同様に,太くなるほどゆ合が

悪くなる傾向が認められれ また,1,2,5¨区では前年度よ

りゆ合が促進されたが, 5銀区ではほとんど促進されなか

った。

表3に示すように,接未初年度の生育調査結果について

みると,接木部位の肥哭率は lm区が20倍に対して, 2

“
区■3色 3“区12倍, 5“区 11倍 となっており, 1“

区が他区より高く,2,3,5銀 区は同程度の肥大で推移し
た。新檎数は1続区21本, 2 rll区 20本に対して, 3碗区

24本, 5m区 23本 と7tり ,3m区と5m区が 1昴区と2
の区より多くなった。穂木の大きと

'新
相当りの新檎長に

ついては明らかな差は認められなかったが, これは接木部

の肥大率 新檎数等が影響しているものと思われた。

表 1 接木部位の大きとゆ合の程度 (昭 50)
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表 2 接木都位の太さとゆ合の程度 (昭 51)
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表5 生育調査 (昭 50)
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表 4 査 (昭 51)
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区が他区より台木のllE大率はやや高くなった。穂木の大き

は,接木時の台木が太くなるほど太い傾向が認められ 前

年対比でも, 1い区が フヽ偽  2“区が 16倍に対して, 3

m区は22亀 5“区は24倍となり,接木部位が太いほど

穂木のEEK率は高くなる傾向が認められた。璃床/台木は

1“区が964“ で穂木の大きと台木の太さはほとんど同程

度になったが,接木時の台木が大くなると,穂木の大きは

台木の大きより劣り, 5“区では621る となった。新檎数

は 1“区78本, 2“区86本, 3m区 112本, 5 cll区
'28

本と台本が大くなるにつれて多くなり,新槍の増加率も,

1“区ζア色  2“区48倍, 3“区70偽 5銀区
'8倍
と

なり,台木が大くなるにつれて高くなる傾向が認められた。

新檎長は各区間に明らかな差は認められなかったが, 1,

2.3薇区は前年度新檎長の約
“

チであったのに対し,5

“
区は745%で あり, 5m区は他区より樹勢の落ち着きが

遅くなる傾向が認められた。

表 5に示すように,芽数,花そう甕 結実数に大きな差

は認められなかったが, 5¨区では全く結実がみられなか

った。花そう数,結実数については,今後とも年次別経過

を調査する必要があると思われた。

表 5 花そう数と結庚数
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注 芽致,花そう数,結実数は接木 1個所当りの1目数

ま   と   め

以上の結果,健全な穂木を5月 上旬見 直径 2いまで

(太 くとも 3“程度)の校に切接することにより,ほ とん

ど100%近い活着が得られた。 ゆ合の程度もかなり良好な

結果が得られ,新檎数は少なくなる傾向にあるが,新檎長

は短くなり,早く樹勢が落ち着くものと思われるのt収

量詢ち 接木時期,接穂長など解決すべき問題はあるにし

ても, 日やけの防止,切口へのゆ合剤塗布,穏味の採取時

期と貯蔵法等を配慮することにより, オウトウにおける高

接更新の可能性は期待できるものと思われた。


